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 要 旨   
目的： 
 本研究の目的は心血管疾患既往のある患者における飲酒と総死亡の関連を量的に評価す

ることにある。健康人が恒常的に中等量飲酒することは心血管死亡と総死亡を低下させる

ことは認められている。しかし飲酒と心血管疾患二次予防に関する大規模なメタ解析は存

在しない。 
 方法： 
 PubMed と EMBASE を用いて 2009 年 10 月までの論文を集めた。54 の論文が見つかっ

たが、本研究で選択したのは 8 研究で 16,351 人の心血管疾患既往患者が含まれた。二次予

防評価項目は心血管死亡および総死亡である。対象研究はすべて前向き研究である。デー

タは重み付けして二次元分数多項式モデルの最小二乗回帰にて解析した。 
結果： 

 メタ解析の結果、心血管死亡は飲酒量が 26g/日において最小となる（平均 22%低下）J

字型曲線を描いた。総死亡の解析では全データの解析(5～10 g/日の飲酒で最大の効果が見

られ、平均 18%の死亡低下があった）および患者疾患別、各研究別の解析でも J 字型曲線

を描いた。 
結論： 
 心血管疾患既往患者において少量から中等量の飲酒(5～25 g/日)は心血管死と総死亡を有

意に減少させた。 

 




